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誉
H
三
言
㍉
誉
誉
工
－
”
ト
ニ
‥
ト
㌍
バ

昔
概
観
を
篭
ヰ
意
、
車

誉
芸
■
ィ
女
人
的
な
敵
骨
瀧
で
ぁ

縄
鐙
銅
鐸
絹

（壬）

精
銅
鰻
朋
醐
…
悶
摘
発
猪
開
網
錮
鍼
昌
銅

指
摘
絹
鷺
宮
∵
＝
十
∴
∴
示
那
那
須
那
右
梨

鳩
ほ
ほ
箸
頂
の
メ
ソ
バ
ー
与
る
慧
旦
㌢
か
針
考
射
針
鼠
針
針

指
貸
主
名
の
賓
羞
誓
蔓
旦
十
㌢
テ
l
≡
し
孟
毒
物

牒
志
免
か
方
蛋
々
高
い
し
義
且
鋸
那
酬
い
翫
馴
針
射
倶

闇
骨
の
訂
在
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
あ
至
言

竃
に
各
重
罰
戒
に
申
開
報
告
を
黛
ね
て
そ
の
抱
負
を
開
い
て
見
た
。

軌
響
嘗
キ
ン
打
開
㌍
㍑
詣
用
鍼

各
委
員
海

時

は

す

ぎ

ゆ

く

春

よ

り

ぞ

又

短

か

き

一

は

な

か

る

ら

ん

ー
紛
、
村
－

貝
が
決
定
し
、
活
躍
を
隋
額
し
て
か
ら
早
や
足
か

閥
・
生
徒
心
得
は
配
布
さ
れ
、
應
擾
醸
も
設
置
さ

に
琴
‖
て
．
∽

費行厚
賀手痛や革袴琴榛合

新随、鰐
厨「，

日町
百恵認印朋河

た
た
く
間
K
月
日
は
流
れ
去
っ
て
丁
っ
た
。
義
の
顔

云
う
革
で
あ
っ
た
。

錯
鰻
溌
㍑
日
渡

づ
▲
馳
隠
れ
た
委
員
時
葦
野
人
伊

の
も
等
学
習
嘉
島
等
す
べ

て
・
め
等
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
鏡
に
々

も
の
哲
、
慢
際
Ⅵ
贋
、
何
も
嘩
茶
な

致
す
声
も
の
で
あ
さ
。

、
（
学
習
委
員
骨
）

て
な
は
く
・
舎
貝
訝
君
の
協
力
計
頂
等
を
参
考
に
、
几

相
聞
等
勒
入
朝
緒
委
員
が
良
等
の
環

訝
養
子
さ
学
長
豊
を
賃

針
と
色
て
は
夏
休
み
抒

t
F
婆
を
つ
く
す
】
ケ

職
員
図
書
を
解
放
酢
郡
削
即
断
鋸

金
に
　
つ
　
い
　
て

て　入　「
滝　上　■青
散　り．臼

に－云れ　あ於　必

j
＿
葺
き

俗
に
云
う
君
子
が
そ

封
建
鞄
軒
数
凛
義
慧
受
け

る
封
建
的
な
学
生
諸
君
も
あ
る

○
と
れ
■
の
人
丸
仕
免
停
と

何
事
に
・
鴇
動
じ
鞍
雛
富

子
的
学
封
な
ど
が
三
つ

慧
象
牙
尋
誓
う
膏
茎
静

き
千
億
を
濃
肯
く
む
も
β

サ
と
共
に
世
相
が
狩
障
す
す
こ
え
草
を
篭

主
な
濃
彩
の
渾
名
は
次
の
守
㌍
、

科
学
事
典
・
自
然
科
学
鮮
卑
感
受

て
揚
入
し
た
1

藁
に
し
五
月
上
す
ま
畠
学
芸
蒜

慮
開
始
し
た
．
。

園
青
利
用
者
は
上
級
血
に
非
骨
薩

多
く
下
級
生
殊
に
高
申
一
年
生
の

利
用
者
お
少
い
よ
う
で
あ
る
。
本

の
以
凍
購
入
方
決
は
五
月
に
間
者

サ
た
い
主
患
っ
て
い
す
。

鱒
貸
し
た
．
警
館
を
設
立
す
る
た
め

堰
は
隠
者
の
協
力
が
必
嬰
で
あ
る
。

静
署
■
■
や
隊
力
を
切
鹿
し
て
や
ま
な
い

｛
国
等
蓉
良
禽
）

セ
月
や
五
獄
吏
磯
日
を
利
用
し
て
符

な
わ
れ
た
占
参
加
員
数
は
熱
計
八
十

名
で
あ
っ
た
。
何
こ
れ
に
先
立
っ
て

十
指
R
中
学
校
の
文
部
省
御
足
．
ア

チ
ー
プ
・
メ
ソ
－
ご
㌃
－
が
一
画
濾

行
な
わ
亭
村
。
一
r

恩
怒
号
季
蔓
憂
慮
窓

僻
的
妃
蓼
で
l
誅
立
つ
の
は
徳
一
の

洗
骨
許
蜜
船
級
悸
降
農
申
し
て
昏

鼓
と
と
で
あ
る
。
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i　夏休み逐前汀王て賢覧忘を漕ぎ
み
の
盤
活
が
如
何
に
大
切
で
あ
．
各
か
を
切
▲
賃
≠
感
じ
て
も

ら
い
た
い
注
意
蓼
翠
と
し
て
は
・
思
想
方
面
と
し
て
磯
菅

は
骨
に
痍
詳
し
取
払
上
に
於
い
て
は
批
対
称
潜
虜
を
骨
芥

堅
持
し
、
校
外
に
放
け
る
衆
な
脇
侍
に
津
層
し
な
け
れ
ば
・

な
ら
な
い
、
風
．
転
方
面
と
し
て
は
虚
字
酒
は
璧
蒜
友
美

ん
か
忙
思
え
た
箸
選
管
し
て
対
空
T
富
里

か
ら
芸
ま
せ
ん
暫
断
固
た
る
憑
匿
を
と
っ
て
欲
し
い
キ

う
す
る
と
忠
泰
も
怖
れ
を
な
し
こ
鱒
皇
慧
冨
こ
と
思
う

夜
選
べ
迄
遜
ば
放
言
と
、
マ
ー
ジ
ヤ
■
y
舞
ダ
三
ホ

略
は
絶
野
肥
大
孝
は
旨
な
い
。
そ
し
て
取
落
に
往
常
に

と
も
す
れ
ば
夏
休
み
は
自
由
放
従
に
流
れ
や
い
、
四
月
か

翠
訂
事
故
は
な
か
っ
た
汎
夏
休
み
中
中
に
豪
儀
な
盆
前
に

こ
止
を
希
常
す
る
。

と
っ
て
意
の
温
床
を
作
る
と
思
う
J
そ
れ
附
せ
餅
十

も一体月　にか　－欄滴小一なき
・、′、－｝一・一一一－【一、′、叫・・hV～、′、－、′、′、

魔
按
園
は
対
し
て

A
凄
生
の
承
認
を
得
て
卑
見
七
廉
廉

後
顧
は
今
年
こ
そ
総
務
凝
り
弊
青
を

敢
め
て
立
軟
な
も
の
に
な
る
を
ろ
軒

と
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
虐
た
が
、

ど
う
や
ら
裏
切
ら
れ
た
ら
し
い
。
■

暴
庭
的
青
野
、
人
を
人
と
息
は
r
ぬ
二
一

年
亀
の
悪
口
神
官
．
そ
れ
で
も
こ
か

菅
も
ん
と
孝
壷
を
計
革
対

し
て
相
子
を
摂
る
な
ら
ま
だ
し
も
我

々
の
後
に
つ
つ
立
っ
て
歌
う
ぜ
電

し
だ
ら
し
脊
い
格
好
の
ま
ゝ
拓
啓

を
放
つ
こ
と
の
み
に
専
念
し

三
年
魚
の
そ
の
▼
態
度
変
改
あ

さ
も
な
く
ば
竺
豪
打
の
臆
攻
囲
健

止
の
徹
を
ふ
曖
や
み
・
1
0

（
筒
二
　
阿
呆
鳥
）

放
逸
砲
設
よ
何
処
え
？

我
々
は
骨
に
学
校
の
行
う
等
に
疑
問

を
抱
く
。
と
茸
う
の
照
確
率
か
ら
足

洗
場
の
設
密
と
か
、
■
も
姐
価
各
種
の

工
事
が
▼
費
著
さ
れ
て
遮
㌣
つ
の
淘
に

か
立
耐
え
と
な
つ
ノ
て
い
る
か
で
思
る

裔
月
琴
還
施
設
の
起
工
が
撃
等

と
．
全
く
失
鱒
照
ざ
る
を
得
な
い
何
と

か
盲
も
単
ペ
質
催
さ
れ
H
を
電

（
高
、
十
■
待
ち
尭
竺
　
■

こ

だ

ま

に

つ

い

で

▽
種
設
的
意
見
や
ら
な
ん
で
も

よ
ろ
し
い
0

∇
覿
上
匿
名
は
可

▽
鴎
郵
降
車
す
す
ネ
軍
村
野
嬢

一
秘
肇
鹿
鼓
し
尊
書

．
▽
磯
貝
竜
前
の
鍵
普
弥
陀
入
れ

る
と
完
－

紫
波
郡
煙
山
村
赤
穂

校
内
討
泳
音
開
く
．

め
雨
月
に
担
っ
て
校
内
タ
ラ
■
ス
封
競

討
線
管
を
行
な
官
印
壌
チ
T
ム
は
」

B
を
除
い
た
高
校
各
グ
ラ
甥
が
参
加

－
チ
r
皇
一
名
、
朝
日
式
詳
論
方
法

て
行
う
・
除
操
は

一
自
費
の
是
非

自
分
を
大
切
托
し
て
盆
活
す
る
こ
と
に
よ

悠
‖
摘
‖
巨
卜
沌
娼
浮
上
〟

p
こ
T
A
の
集
塾

月
十
二
月
」
前
期
中
国
費
鷺
詳

厚
を
守
る
息

岩
高
中
と
式
も
敢
骨
を
忽
念

打
て
艶
己
完
成
に
瓢
恋
し
て
も

髄
打
た
略
号
九
で
あ
甘
。

後
署
雲
A
の
集
り
乳
祭
れ

。
溺
桑
し
た
父
兄
は
撃
青
五
十

、
モ
瓢
ぞ
礼
者
が
予
め
成
績
拓
、
つ

て
捜
使
或
師
よ
り
津
憲
を
受
け
．

親
泳
喧
廠
於
錬
る
女
史
車
座
活
相

の
相
成
電
し
て
散
骨
し
た
。

▼
一
■
敦
師
の
腕
力
に
つ
い
て

一
挙
周
と
芸
I
y
は
両
立
す
る
か

l
置
弗
平
和
の
可
否

↓
元
俄
療
止
の
漫
非

命
討
調
内
容
で
酢
散
髪
併
力
行
倭

㌍
絹
銅
盤
摘
縞
拍

と
，
自
殺
の
問
題
に
■
つ
い
て
息
竃

要
義
誓
っ
て
嘗
さ
れ
て
敵

る
■
‥
抱
合
せ
及
び
メ
ソ
バ
ー
は
次
の

軋
り
　
▼

こ
A
山
蕗
、
岩
淵
、
本
書
「
こ
8
淫

′
華
喜
八
象
宣
芸

西
舟
二
丈
田
村
、
箱
崎
、
梅
津
1

四
名
で
学
校
別
佗
見
る
と
岩
手
矢
単

は
経
済
的
或
は
其
の
他
種
々
の
事
情

が
だ
ろ
う
が
應
鹿
町
多
数
で
次
等

環
塵
大
串
、
中
塊
大
学
が
披
い
て
．
い

る
就
職
の
濱
で
は
さ
す
が
に
賛
婆

学
校
と
庭
ち
が
っ
て
■
少
な
い
。
夷
に

掲
げ
る
の
は
そ
れ
等
の
釈
蓮
で
あ
る

■
．
美
学
入
学
者
∴
揮
十
四
名

共
他
の
学
校
吉
＋
∵
字
音

忘
姦
悪
革
十
十
号

灘
偽
者
　
∴
二
十
八
名
■

家
事
年
俸
　
　
や
】
ク

不
明
　
　
　
　
　
五
夕

計
百
二
十
四
′

伺
逸
学
状
況
む
大
学
敗
に
見
▲
右
と
次

の
蓮
町
で
あ
る

砦
苧
大
学
　
　
学
習
院
大
学

■
吸
音
大
学
　
　
東
北
大
学

■
中
央
大
串
　
∵
慶
隠
大
学

尉
持
出
大
学
　
日
本
大
学

教
師
住
所
録

十
愚
意
富
美

矢
張
り
瓢
疎
放
靂

隠
ヰ
か
も
い
亀
㊦
守
∫

二
十
五
年
度

佐
々
木
曹
鉢

山
中
　
頃
三

学
炊
塵
及
び
就
戦
敗

明
し
た
」
そ
料
葦
奄
後
静
君
の
膵
猫

に
つ
い
て
何
か
．
の
参
考
と
な
る
．
こ
と

を
碍
奔
す
る
も
の
で
あ
る

＿
ず
進
学
し
た
も
の
は
全
市
で
七
十

小
笠
原
哲
こ

小
林
　
博

高
給
　
典
準

佐
浩
等
六
応

千
円
　
砂
漕

滞
渾
▼
行
堆

阿
部
　
　
畢

市
内
仁
王
小
路

市
内
新
築
地

帯
内
上
田
か
路

〆
訝
築
地

夕
上
田

才
　
新
築
地
　
＼

香
等
盲
小
路

款
誤
謬
撃
石
Ⅳ
町

小
笠
原
　
諺

瞥
警
吏
阜

相
好
」
　
敏

鈴
木
　
　
或

小
野
寺
之
郎

細
川
ノ
典
子

鈎
谷
監
次
郎

粒
見
　
得
明

年
野
　
哲
郎

赤
石
久
太
郎

菊
地
　
患
六

】
■
▼
几
ノ
一
恵

市
内
甜
扱
五
六

才
新
築
地
■

告
一
ツ
聖
一
〇
七
．

■
　
ホ
伏
五
≡

舟
加
賀
野
久
腐
田
丸

こ
ノ
ヌ

港
富
芝
二
苗

市
内
加
賀
野
春
木
場

三
円

蕾
奉
普
蜃
貰

畠積
耳
許
新
堀
材
争
闘

畢
三
〇
七

1
元
仁
王

さ
青
物
町
も
こ

開
田
歯
科
内

紫
波
郡
志
和
有
事
片

寄市
称
仙
北
紐
恥
二

㌦
上
田
館
向
l
一
団

（
故
積
略
変
節
は
不
明
）

に
つ
い
て
攻
の
事
が
判
明
も
た
。
替

体
育
後
援
会
に
つ
恥
滋

味
報
．
岩
手
高
中
頼
体
育
後
攻

¢
資
金
隠
樽
て
寄
掛
そ
跡
堰
に
■
寧
わ

て
ま
か
な
も
捗
る
。
（
旺
報
，
蓋

獲
得
の
盛
の
欝
判
事
薬
は
行
な
な
は

凝
小
事
に
芸
た
そ
う
て
す
）
本
校

軌
員
の
掬
稀
役
員
は
戸
嶋
先
生
、
平

野
．
そ
の
他
。
′

晋
染
部
夏
期
公
濾

審
莞
部
で
掟
七
打
一
宇
三
日
演

嘗
ぎ
垂
裳
患
営
晋
悉

れ
て
所
内
に
於
で
普
爽
部
公
演
を
サ

る
。
謹
区
は
合
唱
で
あ
る
。

夏
期
特
別
講
習
会

苦
言
悉
啓
竃
菩
豊

年
度
耳
期
休
暇
囁
炬
上
親
学
校
選
挙

希
定
着
の
路
給
特
対
語
習
食
が
用
せ

れ
る
、
日
録
は
種
目
未
定
∴

球
大
骨
に
夢
心
珠
■
珪
匡
摩
豊
補
の

賢
忽
最
富
恵
尊
意
窓

を
癌
戒
部
も
明
治
大
学
好
球
痛
め
主

席
壁
言
を
竜
い
て
連
日
凝
操
守
を

撃
て
資
力
が
向
上
し
狭
訂
も
じ

コ
ー
チ
ャ
ー
の
■
音
に
依
れ
ば

璧
要
す
と
云
与
か
ら
乗
晴
ら
し
一
軒

U
お
ま
け
に
塵
現
軌
が
新
阻
除
毛
盛

と
も
あ
る
の
定
か
も
…
・
・

（
野
崎
聡
）

鎗
米
　
債
郎



農
〆
ル
ー
■
プ
に
よ
．
つ
て
今
な
お
綬
ら

の
た
め
に
と
帝
劇
し
て
く
れ
た
奄
延
旬
小

犯
す
芸
か
ほ
頂
人
の
決
師
、
恩
寵

に
依
っ
て
決
亀
ざ
れ
、
三
と
反
頑
、

治
局
審
資
員
の
恕
甑
名
投
票
茂
男
町

野
申
． 、

第
一
同
職
柏
－
鶴
　
′

尉
車
に
入
る
†
梢
の
舘
翠
ほ
．
入
間

柑
締
約
鞘
鮎
紺
地

毒
・
孟
こ
そ
敢
更
と
し
て
宗
野
で
雪
子
」
と
ち
筈
で
あ
㌔

璽
錆
粥
絹
鏑
露
語
緒
崇
鯵

戦
を
撃
た
。
各
慧
粗
警
雲
－
次
の
洩
p
　
一
人
間
に
d
臼
、
蒜
が
あ
る
態
の
遺

㌍
戸
㍉
塁
上
「
㍉
芸
∵
三
三
－
．
H
貢
∵

静
穏
新
開
並
に
計
磯
高
校
締
論
部
饉
訂
典
偽
の
下
に
畠

も
七
月
二
日
、
高
松
校
経
堂
に
放
て
諒
内
高
校
討
論
曾
」
手
君
立
ウ
て
・
あ
っ
さ
り
啓
え
て
流
し

「
因
予
は
紋
倉
皇
声
夕
海
豹
K
欺
つ

椚
共
催

石
捷
骨
出
版
委
員
、
食

次
郎
、
、
舘
下
健
三
、
中
島
五
郎
皿
掬
高
校
．
平
準
二
貼
、

「
学
生
の
犯
罪
は
個
人
由
罪
か
琴
の
罪
か
し

▲
人
間
と
敢
曹
鱒
寄
恵

濱
大
き
い
」
と
三
分
鈴
島
・
つ

糊
机
塁
い
絹
銅
鏡
鑓
畢

の
は
敢
骨
が
帝
や
掬
島
で
あ
ま
と

”
鴇
銅
盤
錯
絹
精
銅

曾
鱒
俵
や
て
剥
淵
き
れ
る
が
犯
禅
を

な
い
か
し
と
決
定
的
牡
鹿
問
を
投
ず

れ
ば
之
に
射
し
岩
串
高
校
の
昏
申
君

人
間
は
考
え
る
葦

△
論
腰
有
と
同
じ
　
鳶
〓
回
戦

岩
手
　
－
　
高
松
．

松
轟
然
立
っ
て
「
そ
れ
で
は
全
然
人

間
敵
骨
に
は
鑑
徳
が
な
い
事
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
固
い
訝
れ
ば
暴
威
革
憂
丁
盤
は
虞
理
を
捧
究
す
る

外

あ
り
そ
の
藩
蕊
を
つ
や
で
鼓
軽
帝

≡

．

言

．

．

一

＝

．

t

一

一

一

．

．

k

－

短

　

僧

じ

れ
て
い
る
。
　
（
白
梅
枚
合
）
轟

．

俺

蓮

も

一
内
に
ガ
守
成
う

を
下
す
。

欝
に
放
け
嘉
鷺
酸

年
ら
し
い
劇
悼
な
理
智
潮

手
高
校
川
村
君
の
落
付
畔

々
K
説
き
伏
せ
て
行
く
と

後
で
慈
呑
富
商

た
が
給
励

の
が
主
目
的
で
あ
っ
て
、
政
治
の
如

せ
現
梵
虜
旦
す
る
も
の
と
は
無
隠
係

で
あ
あ
卑
し
」
－
浅
沼
君
－
白
梅
校

「
政
滑
が
軋
れ
．
叉
戦
争
が
始
ま
り

そ
う
な
時
に
こ
そ
、
学
盆
は
学
問
の

払
車
性
を
讐
霊
に
、
受
酪
農

滑
推
参
輿
す
べ
き
で
あ
る
」

。十‥すす．．∫

抜
上
≡
試
食
を
膠
や
草
食
為
は
】

廠
休
憩
拡
大
■
つ
た
ー
多
言
革
語

勢
し
て
は
．
岩
手
女
子
高
校
、
市
立

青
首
田
校
合
【
世
界
の
歴
史
放
談
事
の

TT‾丁能‾ぅ‾‾ぬ．‾「醇‾官‾「謹
垂．た＿軋嘩＿＿三＿．旦⊥隼

タ
と
も
、
許
衆
の
歴
史
は
平
刺
が
可

哉
争
は
き
げ
i
と
と

路
環
な
い
．
人
間
は
そ
の
本
能
K

て
内
争
的
動
物
で
あ
る
】

⊥
腰
井
漕
1

枚
「
過
去
の
歴
史
は
と
か
で
あ
ら

巣
鷹
を
獲
持
し
た
。

経
つ
セ
健
勝
校
に
石
碑
合
の
角
掛
先

生
、
連
盟
取
囲
申
双
方
か
ら
質
放
及

び
賞
品
が
投
興
さ
れ
■
た
。
何
個
人
質

は
良
港
校
の
高
橋
署
．
高
松
高
．
の
青

梅
君
が
獲
得
し
た
。
次
い
で
蓮
見
願

誓

恩

豊

富

課

名

阜

も
つ
と
債
線
的
に
な
る
革
を
希
む
と

』
と
忠
言
を
戎
し
て
鹿
骨
襖
に
閉
幕

さ
れ
た
　
ー
　
＜
℡
℡
、
記
＞
　
－

應
援
歌
・
歌
詞
募
集

卑
　
官
組
し
た
牡
観
で
あ
り

節
食
足
し
た
應
窃
四
は
．
又
慮
擾

敬
も
新
鮮
味
に
■
諾
ん
私
感
援
歌
を

必
線
的
に
必
嚢
上
し
ま
す
・

そ
こ
で
左
の
棟
式
で
歴
校
歌
の
歌

詞
募
集
を
行
い
、
應
按
に
卦
す
む

諸
子
■
ガ
理
解
を
決
め
よ
う
と
思
う

か
な
し
ぴ
の
大
き
な
み
だ
詮
た
1
へ
た
る

ま
な
ざ
し
に
ふ
れ
い
ふ
こ
と
の
な
し

ふ
た
ゝ
た
珠
あ
軋
む
声
あ
ら
ぬ
う
つ
し
世
の

ひ
と
少
の
人
を
う
し
な
ひ
し
は
も

ふ
る
さ
と
の
家
の
戸
口
に
立
ち
つ
く
し

絶
望
■
1
1
と
と
ぐ
撃
に
け
る
人
　
■
ね

人
間
の
あ
た
男
ま
へ
な
る
こ
と
の
ほ
か

む
づ
か
し
い
こ
と
い
は
で
死
に
た
れ

行
く
水
の
な
が
打
を
ひ
と
り
沈
め
つ
1

何
を
か
；
さ
寄
た
ま
ひ
き

岩
手
の
産
ん
だ
故
人
か
内
患
孤
舟
氏
は
先
日
迄
本
校
で

震
操

て
資
格
は
卒
業
〓
」

ず
れ
か
な
る
こ
と
。

重
義
瑚
緋
緋
…
…
…

て
原
稿
用
紙
を
周
い
る
等
　
　
三
宮
名
言
高
校
生
約
四
百
名
を
前

「
滑
新
襲
腎
浩
で
あ
る
事
　
仏
．
J
メ
岩
場
慧
■
々
活
の
雰
周

】
・
歌
詞
の
長
さ
は
要
せ
ぬ
．
泉
・
と
許
し
て
讃
嘆
を
行
っ
た
。
押

－
・
締
切
・
九
月
十
日
　
　
　
の
軽
妙
且
振
放
濃
蘭
状
含
兵
は
思

一
・
宛
先
・
闇
鹿
妻
員
甘
宛
　
　
は
ず
要
し
た
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た

「
質
卑
二
等
二
等
各
言
に
相
諾
済
帝
、
和
瓦
阻
明
日
の
抒
本
の
尾

骨
の
賞
品
蟄
漁
る
　
　
　
　
K
頑
浪
す
ま
せ
多
と
の
盲
を
痍
し

採
用
さ
れ
た
歌
詞
は
盤
内
先
生
の
郎
て
患
っ
て
行
か
れ
た
。

世
論
調
査
′

舎
誌
を
発
行
せ
よ

そ
の
点
．
計
軍
の
畢
生
は
辟
攻
の
級

別
と
自
分
の
行
ひ
と
は
反
対
の
方
向

K
向
つ
て
居
る
榎
が
泉
城
す
さ
。
ア

凱
歌
が
馨
っ
た
。

白
梅
　
－
　
杜
陵

臥
治
連
動
の
是
香
し

柏
　
　
　
　
ナ
乾

自
責
　
　
　
こ
扁

▽
儀
五
回
域
白
梅
校
－
高
松

『
自
殺
の
長
音
に
つ
い
て
』

三
、
新
開
か
骨
誌
か

絶
諭
に
於
で
盈
牢
玉
虫
ナ
孟
自
推
校

代
表
山
岸
君
が
乙
女
ら
し
い
可
憐
な

自
殺
骨
定
論
姦
ぶ
れ
ば
高
冷
の
か

共
催
の
仝
阻
高
校
野
球
岩
手
塀
駕
墾
川
村
で
埋
め
遊
撃
阿
部
の
あ
と

つ
㍍
錆
鞘
錮
絹
銅
鮎
絹
絹
紅
絹
締
結
最

噂
罫
は
持
説
な
否
東
証
を
展
開
．
■
熟

係
で
あ
れ

鱒
　
や
施
ヰ
五
感

高
松
　
こ
轟

自
責
　
丁
■
■

白
梅
綬
「
白
票
の
痍
班
は
経
骨
の
菅

で
も
立
毎
て
｛
ヽ
お
ら
れ
ヂ
塾
ウ
腹
を

か
ゝ
え
頚
卦
t
p
ジ
タ
バ
ク
す
る
の

で
見
る
K
見
か
ね
た
校
長
免
生
あ
も

任
で
あ
旦
∵
見
習
慧
恩
讐
芸
違
管

も
逃
れ
ん
と
し
て
死
え
勇
過
す
番
か

で
す
」
　
　
　
1
高
橋
1

こ
ち
そ
与
帳
あ
少
つ
¢
た
ら
い
ゝ
ん

首
や
な
い
か
妄
渾
瀾
藩
も
負
け
ず

ざ
ら
い
な
の
が
撫
で
署
羞
職
ら
お

れ
た
ち
も
カ
タ
潜
サ
や
る
人
べ
…
… 高

扱
高
「
人
間
桧
生
き
て
い
る
臨
軍

制
倭
軽
◎
形
で
誰
合
に
茸
猷
す
る
も

曙
で
ー
冨
曹
雷
ら
象
は
い
け
か

い
J
又
、
■
ぁ
上
に
痍
き
れ
た
家
族
古

事
憂
え
る
べ
き
で
あ
と

と
は
・
・
1
0
－
姦
惑
】
高
密
）

ー
宮
崎
翠
1

壁
驚
喜
－
島
．

ず
る
主
賓
ふ
郁
投
皇
ホ
し
て
唐
た
か

か
今
年
も
大
い
紆
如
待
し
て
良
い
．

應
按
も
活
瘡

若
人
の
血
湧
き
肉
踊
る
高
校
野
球

鍍
濠
雫
選
手
の
連
日
野
猿
焼
野
と

併
行
し
て
、
濫
読
鴎
も
そ
の
臥
鮫
僚

え
て
今
や
横
筍
も
白
熱
化
し
．

鰐
む
ポ
古
事
旺
な
っ
た
毛
脛
合
議
は
頂
笠
原
や
覿
打
者
、
阿
モ
川
村
参

取
掛
凍
為
の
二
ヶ
所
で
熱
戦
が
展
一
プ
レ
t
t
を
死
守
す
三
呈
夕
崖 臥

－

含
萱
慧
彗
君
島
甘
由
し
君
の
今
夏

の
措
坪
の
許
↓
奔
∬
桐
子
息
野
暮

△
八
月
二
十
一
■
療
－
】
逸
聞

◎
撃
三
枚
が
刷
り
上
つ
■
主
二
日
目
の

今
日
、
界
隈
鏡
の
凋
巣
を
完
了
し

、
宅
勿
論
鵡
製
で
あ
る
か
も
、
鹿

浜
は
あ
も
う
が
ど
う
か
お
察
し
の

程
を
…
：
。
（
二
〇
元
矢
哲
夫
）

◎
今
ま
昼
支
給
欄
を
休
載
し
ま
し
た
川

掘
り
が
想
像
さ
れ
る
。

寺
本
慧
凄
師

去
ろ
七
月
十
二
日
．

蕾
宿
泥
臭
に
合
循
、
温
泉
グ
ヲ
y

F
に
て
練
習
を
積
む

チ
娼
鮫
震
鮎
如

一
面
一
段
佐
々
木
久
慈
と
あ
■
も
の
は

「
佐
々
木
」
の
渡
り
で
ヂ

討
ノ
論
舎
終
る

十
八
・
十
九
日
の
南
口
開
か
れ
た
校

内
討
論
骨
の
始
発
は
次
の
通
り
で
あ

神
体
一
位
　
】
申
A
級

二
位
　
二
年
0
組

個
人
虎
－
位
　
川
村
洋
－

某
散
、
俳
句
、
小
詑

原
資
∵
濫
術
；
評
、
■

乱
華
．
時
事
諷
刺
漫

番
等

特
に
洗
面
は
深
用
の
分
凡
は
薄
謝
を

毒
す

書
誌
石
櫻

●
應
碁
受
給
　
在
校
生
、
卒
業
生
　
▲

●
種
目
　
新
開
の
漫
藩
を
廉
さ
滴
等

●
締
切
．
新
聞
鱒
取
し
、
骨
儀
は
八

月
栗
日
・

◆
宛
先
　
出
陳
垂
艮
骨
宛

嘉
櫻
出
版
垂
員
含

石
櫻
新
聞

●
濾
姦
桑
絡

●
撞
■
．
日

出
席
す
る
た
め
十
五
日
上
京
し
た
。

な
窟
併
官
京
邸
稽
Ⅶ
乏
三
鳳

台
町
一
′
四
二
ハ
大
将
寺
方
・

原
稿
募
■
．
集

喜
八
蕾
帝
大
）
で
布
わ

州
酢
級
尊
者
請
習
骨
」
世

食
代
衰
A
L
■
て
′
凡
打
四
日

空
言
垂
彗
蒜
李
盈
貰

忙
■
雲
基
線
苦
農
苔
牽
五
首




